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編集稽発行人

馬　袋　盛　光
印

笥広′村納手霜

ト
子
■
等
叛

例
文

財
政
公
表
の
趣
旨
に
つ
い
て

嘉
手
納
村
長
　
書
友
名
材
誓

池
万
公
共
団
体
の
財
政
事
情
を
公
開
し
、

住
民
の
自
治
に
対
す
る
関
心
を
雷
め
る
と
と

も
に
、
〓
聞
行
政
の
瑠
敗
を
防
止
し
、
自
治

に
封
す
る
住
民
の
は
積
と
協
力
を
得
る
た
め

に
、
市
町
村
自
治
法
扁
七
十
七
集
に
「
市
町

村
長
は
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
毎
年

二
回
以
上
予
算
の
使
用
の
状
況
、
収
入
の
扶

況
離
び
に
財
…
・
一
徳
、
公
偵
及
び
一
時
借
入
金
の

現
在
祐
そ
の
他
県
政
に
関
す
ろ
㌍
項
を
説
明

す
る
文
苗
を
作
成
し
、
こ
れ
を
住
民
に
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
お
い
」
と
規
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

本
村
で
は
翠
等
三
二
壁
も
財
政
状
況
に
つ

い
て
公
表
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
去

る
一
月
二
十
七
日
村
一
L
川
会
へ
右
公
売
に
関
す

る
灸
例
嚢
を
提
出
し
、
こ
れ
が
議
決
一
？
み
ま

し
た
の
で
「
窟
手
納
村
財
政
状
肝
の
作
成
及

び
公
表
に
つ
い
て
の
条
例
」
が
一
九
五
八
年

二
月
一
日
か
ら
欒
付
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
十

月
と
四
月
り
二
回
こ
れ
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
は
、
第
一
回
目
の
公
表
に
な

っ
て
お
り
ま
し
て
一
九
五
七
年
七
月
1
円
か

ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
尉
盈
涙
顔

と
一
九
三
七
ノ
雲
L
」
十
字
J
一
望
会
一
■
．
韓
揮
〇

一
九
五
一
年
三
月
十
九
日
に
沖
絶
間
鳥
市
町

村
税
条
例
が
公
布
に
な
り
、
同
年
四
月
一
日

柚
銅
錯
錯
鋸
軽
ぺ
…
銅
机

三
月
三
十
一
日
ま
で
こ
の
粂
臍
を
適
用
し
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
九
五
四
年
十
二
月
に

琴
r
r
【
り
市
町
村
短
法
が
公
布
に
な
り
、
一
九

五
五
年
四
月
言
を
以
て
血
行
さ
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
過
怠
欝
㌃
中
央
某

㌣
簑
需
芋
茎
詳
し
、
地
方
自
治
の
が
定
一

発
展
右
聞
古
と
い
う
意
味
に
於
て
は
発
に
意

義
深
い
し
の
が
あ
り
ま
す
。
従
来
遺
品
体

は
政
治
的
地
位
が
陳
め
て
低
く
行
政
事
務
に

於
い
で
も
又
薄
力
佐
（
肘
撃
が
な
く
中
央

集
中
化
の
慣
向
に
あ
り
、
地
方
自
治
の
発
展

二

状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に
往
3
し
お
り
ま
す

貫
は
・
こ
の
財
政
事
情
一
基
表
す
る
こ
と
に

ょ
り
、
村
民
の
芦
を
充
分
反
映
さ
せ
た
と
こ

ろ
の
合
理
的
且
つ
効
果
の
あ
る
財
政
の
運
営

を
や
っ
て
ゆ
く
の
が
趣
旨
で
観
一
l
こ
の
こ

と
に
よ
り
村
民
の
福
祉
材
速
を
目
的
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
行
政
の
遽
展
が
期
待
さ
れ
る
も
の

と
信
じ
ま
す
。

地
方
税
制
度
厄
で
の
よ

う
に
改
革
さ
姓
て
い
る

．
か
に
つ
い
て

地
方
梅
を
基
盤
と
す
る
封
行
制
碇
が
採
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
即
し
て
地
方
税

制
度
も
文
一
大
変
革
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
以
下
祈
税
法
の
改
正
点
に
つ
き
既
範

説
明
・
中
点
え
村
民
各
位
の
写
考
に
供
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

紫
説
法
の
改
正
点
一
貫
芳
甲
す
る
と
、
川
や
畠

封
隻
の
採
用
、
川
村
望
悦
力
だ
売
、
川
白
三

位
錦
力
性
の
強
化
．
川
讃
観
梅
の
拡
琴
榊

諸
税
の
整
理
等
の
諸
点
で
あ
り
、
こ
れ
が
実

現
に
相
戻
っ
て
勢
い
地
方
貞
治
の
翠
㌔
悪
化

及
び
こ
れ
を
裏
付
け
る
地
方
財
政
の
自
主
化

が
強
く
等
試
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
為

り
ま
す
。
即
ち
旧
法
に
お
い
て
「
中
豊
」
に

っ
い
て
は
、
条
例
事
項
と
し
て
市
町
村
に
ま

か
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
新
税
法

は
各
税
目
に
亘
っ
て
申
告
の
義
務
を
規
定
し

そ
の
申
告
さ
れ
た
ー
u
料
に
基
づ
い
て
謂
税
関

華
甲
ヤ
決
定
す
る
と
云
う
合
閂
的
な
民
主
的

な
方
法
を
採
明
し
、
村
民
の
納
得
の
い
く
よ

ぅ
な
税
萌
行
政
を
可
碓
な
ら
し
め
よ
う
と
し

て
い
る
わ
で
あ
り
ま
す
。
ス
旧
法
の
土
地
税

雫
撃
侃
及
び
怨
鴇
税
か
庵
上
さ
れ
、
讃
説
客

体
に
土
飽
家
屋
の
外
根
知
資
壁
（
こ
ゝ
に
云

ぅ
借
却
吏
鹿
と
は
事
業
の
用
に
供
す
る
鯉
却

草
庵
で
、
そ
の
拭
岱
猥
却
費
が
法
人
税
法
文

は
両
得
税
法
の
恩
産
に
よ
り
必
要
経
費
の
中

に
算
入
さ
れ
る
も
の
を
云
う
）
を
含
め
た
新

た
な
固
定
豆
虎
視
が
彗
詣
さ
れ
従
来
の
土
地

税
家
屋
税
が
田
代
価
格
を
も
っ
て
謂
祝
顧
準

と
し
て
い
だ
の
に
対
し
、
資
産
の
評
価
頚
曳

も
っ
て
票
挽
標
準
と
す
る
と
こ
ろ
の
所
謂
欧

米
流
の
財
頒
課
税
主
義
を
採
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
本
来
晒
町
村
－
氏
は

芯
忘
項
肌
に
立
巧
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
今
回
b
豆
垂
巧
竜
一
ヤ
ー
含
め
た
芳
志
貞

箋
一
党
J
－
誓
浩
は
‥
月
二
ヂ
し
の
頂
刑
を
貫
こ
う

と
す
る
も
カ
で
一
夕
？
こ
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

り
ま
す
。
尚
旧
法
に
よ
る
卸
売
税
率
を
廃
止

し
、
標
準
説
率
判
を
拝
唱
し
て
い
る
こ
と
は

地
方
生
け
巧
冠
体
力
汗
兜
等
芸
の
執
行
に
揮
う

必
貨
種
芋
字
で
J
住
民
が
「
説
金
」
－
一
字
も
つ

て
購
う
・
こ
事
っ
烏
方
円
治
美
嘉
の
有
り
方
か

ら
し
て
当
盟
の
理
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は

そ
の
氾
方
公
比
へ
団
休
の
能
会
的
、
経
済
的
実

情
に
即
す
る
限
り
に
お
い
て
税
収
入
一
曾
大
巾

に
可
能
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

地
方
尉
政
の
摘
力
性
を
強
調
し
て
お
る
の
で

あ
り
ま
す
。
他
方
に
お
い
て
は
、
地
方
の
課

程
指
の
拡
揖
ご
L
J
の
り
日
時
に
開
削
に
関
す
る

日
吉
詮
力
量
化
主
恩
咋
す
る
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
レ
‥

次
に
…
シ
ン
税
、
ラ
ジ
オ
税
、
▼
電
話
税
等
伊

幾
枚
の
廃
止
に
つ
い
て
は
徴
税
賃
最
少
の
原

則
に
一
屈
し
、
当
然
に
要
請
さ
れ
る
も
の
で

㌧
の
り
父
住
民
は
均
し
く
文
化
瓜
恩
恵
に
沿
す

る
権
利
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
等
文
明
の

利
器
に
謀
説
す
る
と
云
う
こ
と
は
、
不
適
当

な
措
置
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
こ
れ
呈
還

し
、
茸
代
的
文
化
社
会
に
即
す
る
横
間
座
右

鶴
立
す
る
と
云
う
意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
等

の
腐
止
は
意
孝
の
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
が
新
規
制
崖
の
改
革
要
点
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
要
は
こ
の
制
寧
曾
真
に
民
主
野

自
主
的
な
鼠
の
と
し
‥
地
方
す
治
の
本
旨
に
■
■

則
っ
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
住
民
ぬ

与
え
ら
れ
た
共
通
の
放
念
で
あ
り
ま
す
。
そ
「

の
だ
め
に
は
先
づ
「
何
ん
の
た
め
に
、
喜
々

は
「
・
雪
空
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
」
と
亭
っ
こ
と
を
充
分
に
理
解
し
、
同
時

に
こ
の
「
税
金
」
の
行
く
え
に
つ
い
て
も
つ

と
関
心
を
深
め
、
穣
癌
的
な
批
判
を
し
て
戴

く
こ
と
が
肝
安
で
あ
り
ま
す
。
御
承
知
取
乱

り
納
税
、
∵
眉
が
向
上
す
る
と
云
う
こ
と
は
・

こ
れ
に
応
じ
て
そ
の
反
対
給
付
と
し
て
の
、

行
武
的
サ
ー
ビ
ス
は
実
一
？
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
り
、
又
村
民
の
皆
様
が
こ
の
「

税
金
」
を
納
入
す
る
義
顔
さ
す
ゝ
ん
で
履
行

附
銅
髭
粥
髭
絹
品
絹
肇

村
の
白
論
的
発
演
が
讐
一
見
る
の
で
あ
り
ま

す
．
尚
各
税
目
に
関
す
る
改
正
要
領
に
つ
い

て
は
別
奈
税
目
氏
謀
放
射
一
罷
事
γ
■
も
っ
て

説
明
に
か
え
ま
す
。

税
目
別
賦
課
徴
収
一

二
九
五
八
年
度
）

税

目

一

納

　

税

　

義

　

務

　

者

一

一
二
村
内
に
に
】
付
与
打
す
る
佃
ゝ

招
　
　
別
一
票
　
説
　
塁
　
や

村
民
税

い
者

人
へ
”
写
”
■
J
た
い
ぞ
　
∵
h
山
人
戻

Ⅵ
■
‥
烏
．
㌍
笹
昔
一
号
伎

i
－
1
．
長
調
紺
三
言

三
〇
〇
円

月
三
十
日

税
　
巧
　
得
　
金
‥
H

．
増
分
の
。
、
五
頂
憲

一
〇
〇
分
2
．
℃
射
出
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1958年度才人才出予昇款別分析表（1957年12月31日鼻百）

！款別科日 ���当初予算譲 �追加更正積 �予算細君嘉■ 

l 2 ��村1　税 市町村交付渦 �2，344，8 826，0 �ll 2町ヨ・2■苛：；：：： 

才3 4 人5 6 ��公営企業及び財産収 分担金及び負担金 J 夫役及由現品 使用料及び手放科 �5‘0．408 1 2 175，501 �■832．738 110， �Sの・咄38● 2＿ 175．5012．5 911，9Ⅰ3． 

の 部 �7 �政　府　支　出　金 �・79，226 1 1 500．∝D 

8 �寄　　附　　金 ���1 �t 

9 �き　　入　　金 ���l � 

10 �繰　　超　　金 ���610，　　　8．9 

ll L■12 ��雑・、．収■入 村∵－■ノー　＿－彿 �lrllS．24 1■：∴う、l． 5，モ追I．3t l l 

・・▲▲．‘・ b：1．． 1．2％，tO2 �　′l二 ’2二㌧・i 

計 ���6．807．41 

才 �款　別　科　鼠 ��当祈粕唇虹璃 ��予掴怪完 

：‡ 3 �議会放 牧所管 消防皮 �l 367．598i 2．410，沸す 371，542． �．26，398 336．872 8．879 �393．995．7 2．747，38140． 380，4215． 

4 �土　　木　　　貴 �5つ9，023‘ �・　83タ，999 �1，349．00　19． 

出 �5 �社会及び労取設ヨ �878，585　　　288，9 ��1．107，5　　16．2 
6 �降　任　蘇　生　吾 �242．00ヰ ��2420∞　　　3．5 

の 部 ＿l �7座業屋済可　＝町7麟 ����309，3764．5 ．2†＿ 
！ 8i �肘　　　在　　　票 �276．皐は　△276，441 

1 9！ i ′l �l �57．359■　　　2，879 ��オ0・8 2上 187・389l2‘7‾ 30・㈹iO・ 6可 
確　　準　　正 
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▼1　1　　　　　　　　　　　芯‾

r　ヽ

急
ヽ∧9粛′普▼中音1　一　　　　　▼　三三　J　　●′

∵
∵
∴
■
∴
∵
・
l

、■

高
科
と
産
着
施
設
補
財
金
等
が
政
府
よ
り
、
斧

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
・

六
、
線
名
金
　
六
一
〇
、
二
五
〇
円

琴
サ
算
蓋
の
八
、
九
七
％
で
、
一
九
五
ヒ
年

鑑
の
才
人
才
出
決
算
に
上
る
残
金
で
本
年
度

の
予
算
に
韻
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

七
、
雑
収
入
　
二
一
五
、
二
四
七
円
－
、

絵
予
算
鶉
の
一
大
、
三
七
％
で
こ
の
財
源
は
。

一
九
五
六
年
七
月
一
日
か
ら
一
九
五
七
年
六

月
三
十
日
ま
で
一
ケ
年
間
の
軍
用
地
非
細
分

土
地
の
使
用
料
九
八
九
、
■
九
二
〇
円
と
講
和

発
効
前
習
失
細
惜
見
舞
金
二
八
、
喜
三

円
と
過
年
度
収
入
七
、
0
0
℃
円
の
見
積
錨

で
あ
り
ま
す
．

以
上
が
才
人
の
あ
ら
ま
し
の
説
明
で
あ
り
ま

す。

才
人
予
算
の
説
明

て
∴
村
税
　
二
六
〇
七
、
九
年
八
円

右
の
妻
で
も
攣
り
し
う
に
村
税
は
予
算
顎
の

三
八
、
三
一
％
を
占
め
て
お
り
文
字
通
り
村

財
潟
の
大
黒
柱
を
な
し
て
屠
り
ま
三
㌔
・
こ
の

事
実
は
村
の
行
政
が
円
油
に
運
営
さ
れ
る
か

石
か
は
村
．
に
カ
T
へ
人
に
よ
っ
て
左
石
き
れ
る

と
二
六
が
ー
‥
介
常
に
大
き
く
示
し
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。
又
他
の
多
く
肘
法
が
特
定
肘
濠

と
し
て
そ
の
使
道
を
制
限
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
の
に
対
し
、
村
税
戻
入
は
㌧
子
、
そ
の

建
一
．
・
盲
扇
点
さ
れ
な
い
も
の
で
チ
リ
三
し
て

掃
結
鳥
人
の
占
仇
一
〇
釣
∧
＝
の
六
・
一
六
一
こ
し
」
は

由
が
地
方
公
共
団
体
と
し
ま
等
芸
が
大
き

い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
従

い
ま
し
て
村
民
の
皆
様
が
こ
の
村
税
に
対
し

潰
庫
的
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
深
め
る
こ
と

は
自
治
団
体
と
し
て
の
嘉
手
納
村
の
発
展
一
ア

促
進
す
る
も
の
で
雪
を
軍
∴

二
、
市
町
村
交
付
税
（
従
来
の
市
町
村
相
良

調
攣
父
付
会
の
こ
と
）
八
二
六
、
〇
八
〇
円

韓
†
㌍
領
の
二
一
、
一
四
％
で
こ
の
肘
．
H
は

市
町
村
の
行
政
の
計
面
的
運
営
を
援
助
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
市
町
村
自
治
應
旨
の
突
項
に

賛
す
る
た
め
政
府
よ
り
市
町
村
に
対
し
譜
正

左
肘
択
・
へ
．
】
供
与
し
、
以
て
そ
の
独
立
性
一
山
・
垂

化
さ
せ
る
目
的
の
肘
・
リ
．
い
と
し
て
交
付
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

三
、
公
宮
企
業
及
び
財
産
成
人
　
五
六
〇
、

四
〇
八
円

．
稚
予
許
の
八
、
二
三
％
で
軍
票
株
三
三
七

味
、
海
運
二
〇
〇
探
、
沖
褐
配
電
株
五
〇
株

の
出
費
に
対
す
る
軍
閥
の
株
配
当
金
一
〇
七

九
四
円
と
、
村
の
不
鋤
膏
紹
用
烏
代
用
料
七

四
九
、
八
一
八
樟
G
七
三
％
の
r
L
i
仁
科
五
川

九
、
六
一
円
円
い
わ
埴
る
釣
堂
烏
び
不
動
蓮

の
収
入
で
あ
り
ま
す
。

四
、
使
用
料
及
び
手
数
料
一
七
五
、
五
〇

一
円

、
誓
γ
㌍
冠
の
二
、
琵
八
％
で
H
石
膏
缶
∵
∵

〇
二
、
C
O
一
H
と
正
明
手
試
料
村
里
圭
r
・
〃

科
督
促
手
J
粥
で
七
一
二
、
五
〇
〇
日
に
な
っ

て
居
り
ま
す
。

五
、
政
府
文
山
川
企
　
九
二
、
九
六
四
日

藻
や
算
毎
の
一
三
、
四
〇
％
で
箪
府
が
市
野

村
に
対
し
て
支
出
す
る
金
で
あ
り
ま
し
て
木

磐
致
憎
が
行
う
べ
き
が
病
躯
道
一
三
月
町
村
に

一
零
旺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
出
さ
れ
争
も
の

と
改
悟
と
市
町
村
が
撲
記
し
て
行
う
へ
≒
再
・

㌢
ポ
ぷ
賃
罠
と
L
l
⊥
又
出
さ
れ
る
も
の
と
に
は

分
さ
れ
て
あ
り
ま
し
て
何
れ
も
法
令
に
よ
り

交
付
さ
れ
又
そ
の
放
逸
に
よ
っ
て
も
制
限
を

受
け
る
も
っ
て
あ
り
ま
す
．
本
仁
止
．
方
を
∵
八

t
i
一
缶
は
県
‥
．
芸
訂
正
ハ
′
い
篭
n
三
宿
ぺ
　
㌧
‥
堤
L
t

亡
、
J
．
‥
J
n
H
掃
〃
．
上
里
薄
l
・
空
目
㍉
り
7
日
‥
・
一
の

歳
出
予
算
の
説
明

一
、
議
会
賀
　
三
九
三
、
九
九
六
円

嘩
志
宏
品
五
、
七
九
％
で
こ
の
出
盆
は
主

と
し
て
議
員
の
一
ケ
年
間
の
韓
酎
及
び
議
会

書
記
の
結
盟
五
四
、
C
0
0
円
と
旅
費
諸
事

草
で
の
他
毒
負
会
等
の
出
席
手
当
い
わ
ゆ
る

議
会
活
潮
の
出
門
で
あ
り
ま
す
。

二
、
役
巧
巴
　
二
七
四
七
、
三
八
一
円

…
芯
や
澤
か
り
四
〇
、
三
五
％
で
才
出
予
算
で

言
付
大
き
い
ナ
砧
で
あ
り
ま
す
。
先
ず
役
所

m
員
の
給
累
二
人
件
費
）
一
ヶ
年
聞
二
三
五

〇
、
四
九
七
円
で
こ
の
子
拝
領
の
お
よ
そ
八

二
％
竺
小
し
て
軍
り
ま
す
。
そ
の
他
は
県
費

諸
子
・
1
‥
呵
‥
n
J
ぺ
・
零
は
罠
油
に
各
等
車
だ
u
会

費
∵
校
門
控
唇
誓
積
出
そ
の
他
土
地
借
地
料

等
の
佃
質
で
一
中
り
ま
す
。

三
、
消
防
㌘
　
三
八
〇
、
四
二
一
円

嘩
ナ
算
罰
の
耳
、
五
八
％
で
消
苗
叫
は
笥
員

（
∴
l
＝
∵
携
り
十
∵
三
人
）
拾
　
∵
）
指
r
H
に
∴
”
山

膏
．
‥
カ
乍
り
墨
一
当
パ
パ
増
澤
消
防
車
の
恒
．
ソ
君
コ



（弟2年1958年5月15日

1958年度収入及ご支出状況調香（1957年12月31日現在）

収入　済　璃 未収　入　璃l徴収歩合

－1‾；、

及　別　科　日　　　予算項領l調　定一　濁

．，軌2。，．∽l

…〒…≡－

1．095，コ望OI l．M，1叫　　　　　95，

ll●bヨ

561，∝ほ．50

1，01岬．90

人638，鶉3．101　　1．436，∃

ll，6

561．002．

1．Olも．る48．

6，075，853．ヨ

村　　　　　税　■　　　2・∽7・

市町村交付院i

三二三三；……．；……1、

51夫役及び現品

使取持及び手数料

政　府支　出　金；i

：l≡　崇　芸
610，

1．115，

6．807．

繰　　越　　金

京≡　　収　　入

H n

款　別　科　日　　　干＿算　現　盟l　支　出　済　悪日．残　　　・誼　i支出歩合

由．

495，

582，

174，321

195，

3，353．亀．

二三きき…

≡…三三

操【退　店　′巨　費

踵J琵　崇　済　貴

Iil J三　　二■i

滅　　学　　費

公　　r点　　訳

′「－ふ」∴一一　　　　　　　　●一　一

報広村鍋手
一
遍

営
繕
立
藩
の
出
資
で
あ
り
ま
す
。

四
、
土
木
費
　
二
二
四
九
、
〇
二
二
円

総
予
算
韻
の
一
九
、
八
三
％
で
道
路
紆
持
惨

蟻
費
、
道
担
新
設
改
良
費
等
に
一
二
ハ
、
三

〇
〇
円
満
要
費
六
六
、
二
二
〇
円
蒜
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
維
持
誉
積
丹
一
九
、
八
〇
〇
円
慰
霊

之
塔
建
設
費
一
〇
、
．
0
0
0
0
円
出
資
と
な

っ
て
居
り
ま
す
。

五
、
社
会
及
び
労
働
蓮
投
資
　
一
、
一
〇

七
五
八
円
円

等
γ
算
竃
の
二
八
、
二
七
％
で
生
活
保
護
密

一
八
、
二
四
〇
円
児
蛋
福
祉
費
一
〇
、
七
四

〇
円
二
慧
震
完
茜
三
、
六
〇
〇
円
、
失
業

対
策
ヨ
七
九
、
0
0
0
円
、
村
民
含
舘
墾
二

九
、
0
0
0
円
各
積
団
体
へ
の
補
助
金
九
五

七
、
〇
〇
〇
円
、
そ
の
内
訳
昔
年
会
四
〇
、

〇
〇
〇
円
、
巧
γ
ハ
会
一
五
、
0
0
0
円
、
体

遠
三
〇
、
0
0
0
円
、
宅
呂
七
〇
、
0
0

0
円
、
子
誤
一
？
守
る
会
一
〇
、
0
0
0
円
、

硲
痛
軍
人
会
三
、
0
0
0
円
遺
族
会
一
〇
、

0
0
0
円
、
発
育
委
員
会
五
〇
〇
、
0
0
0

円
育
英
会
一
〇
七
、
0
0
0
円
軍
用
地
主
協

去
l
五
〇
、
0
0
0
円
山
i
J
資
し
こ
b
つ
て
居
り

三丁。

出
費
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。
．
プ

八
、
．
選
挙
費
　
六
〇
、
二
三
八
円
、

棺
予
算
街
の
〇
、
八
九
％
で
選
挙
事
務
員
給

料
四
三
、
二
〇
〇
円
旅
予
、
選
挙
管
理
員
諸

手
当
、
選
挙
当
日
の
致
用
等
に
使
途
さ
れ
ま

六
、
無
芸
ル
箋
二
四
二
、
〇
〇
哲
二

‥
箪
ア
詳
笥
力
三
、
三
六
㌔
で
－
－
真
巧
▼
二
一
‥
芭
▲

二
八
、
五
S
円
票
差
竺
六
、
g
‥

〇
円
、
屠
机
㍑
i
l
一
二
七
、
三
〇
三
円
皇
〇
三

な
っ
て
屠
∩
量
㌔
　
　
　
　
　
　
　
一

㌍
網
鞘
五
絹
㌍
錯
竺

慧
適
作
訝
、
責
苦
、
果
樹
、
蒋
産
、
終
業
、

〓
虫
害
需
叫
、
賞
、
琵
済
振
興
〇
両
、
攫
芸
振

興
助
成
費
）
葦
に
二
三
〇
、
l
〓
ハ
三
円
産
業

共
進
会
費
（
賞
品
代
、
展
示
会
、
余
興
費
）

三
九
、
三
六
一
円
野
口
絵
宵
宮
例
祭
焚
四
、

八
〇
三
円
、
生
活
改
善
洩
一
二
四
、
九
五
〇
円

8
3
　
揖
　
0
0

3
5
　
舵
　
0
0

開
　
9
1
　
∞
　
　
　
0
0
　
∞
　
　
　
　
簡

一

職

す。九
、
諸
支
出
費
一
八
七
、
三
八
九
円

組
予
課
題
の
二
、
七
五
％
で
題
説
納
税
奨
細

魚
、
滞
納
処
分
翠
納
点
苗
掲
運
動
軍
過

年
度
支
出
各
行
政
事
務
諸
般
に
わ
た
る
研
究

．
∃
■
虚
■
⊥
　
　
詑
　
こ

普
及
負
担
金
等
に
快
適
き
れ
ま
す
。

十
、
予
周
費
　
三
〇
、
0
0
0
円

絵
予
算
潟
の
〇
、
四
四
％
で
予
期
出
来
な
い

行
政
や
務
並
に
事
莱
費
等
に
伯
え
る
文
字
通

り
の
準
用
金
で
あ
り
ま
す
。

5
　
　
3
　
　
ユ
リ
　
　
3
　
　
　
　
1

5
　
　
3
　
　
5
　
　
′
0
　
　
　
4

2
　
　
3
　
　
1
　
　
つ
〕
　
　
　
7

5
　
　
4
　
　
5
　
　
一
人
V
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〇

　

一

〇

　

　

●

◆

只
一
　
　
7
　
　
8
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4
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l

掴
　
刷
1
　
9
5
7
品
∵
…

0

7

　

乃

　

9

6

　

5

3

　

2

5

つ
ー
　
　
2
　
　
1
　
　
8
　
　
　
5

鎚

　

1

3

　

　

　

　

2

7

　

　

　

　

9

7

■

　

l

ノ
○ 抑

－
†
漁
．
」
「
．
∞
」
∃
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●
　
　
　
h
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支
　
　
　
　
出

一



持）　1958年5月15日　　　　　毒　手　納　村　広　報

雷＿

軍 �吉男 �捷 謝 川 中 h】J �l沖 �FE �巨謹 
華 ざら 所 �巨諾 海 王室 ��憎 奄 �球 � 

雲ほ ��電 探 �株 式 �銀 行 株 券 �l l l日 
会 �会 �式 A �∠■． ．工言 

社 抹 �社 株 �＝； 社 ．操 �社 抹 

券 �券 �券 �券 

五 〇 �3 0 �O U O �五 〇 �七 �数 

抹 �株 �珠 �株 �珠 �貴 

五 � �五 〇 �1五 �七 �信 
q �弓 �○ �q 

○ �○ �○ �○ 
○ �○ �○ �○ �○ � 
0－ �○ �〇・ �0‘ �rO �．格 
円 �円 �円 �円 �円 � 

単 

百童 �○ （⊃ 円 �〇 〇 〇 円 �〇 〇 〇 円 �0‾ 〇 円 �盾 

「’ �ク �〃 �〃 ！ �収 入 役 �保 管 者 

；四全 ■○箔 芸・詮 込済 】 ��〃・！ i ’l �看〃芦 ′′ 払． 込こ �契 約 高 払 込 所 �摘 要 

オ �〃 �〃 �巨 l I �！ヶ l �〃 �〃 �〃 �〃 �〃 �l 〃 I l l �上 �l 与主 物 �5苗 l t 1日 

七 ノL 宝 ／▲ �七 A �七 A �l l l且 �六 FE �四 �八 坪 五 A ⊂コ �七 坪 七 ′ゝ �i � �七 �l ‘ l �l l �童坪 

6 蝉 �二L A �七 � �l 敬 

閥 �五 �亡1 且 ��l 五 ノ亡． ＿＿L �扉 ��lコ 四 勺 �八 坪 �ド 五 A l二I �五 勺 �坪 五 A l：コ �四 〇 坪 

f乙貴 � 

数 

鴇 �綬 �純・隣 ��棟 �凍 �頼 �繊 �梯 �侠 �績 �撹 �盃 
Jナ �セ �不　平丘、 ��一軍斎 �木 遥 セ メ ン ト 瓦 �‾訂 �杢 � � �す タ ン 蔓 平 �す �構 造 

号 号 1ロ ツ �メ ン ト プ ロ ツ �草 ノ ン・ ト 瓦 �舅筋 コ ーン ヤ ら 】l �．星野 コ ント ク リ 1 ��ユ已 ト ■タ ン 三重 平 �斗ミ J已 セ ノ■ ン ト 瓦 �ロ ッ ク ス ラ ブ �】。主 ト rタ ン’ 茸 乎 ��道 在 来 瓦 迂 平 

ク �ク■ �葺 �ト �ト �二手 �呈 �書， �∴暮r �皇 �凰 �早■ 
荘＿ 平 �，壬▼ 平 �平 塁 �女 ラ �ス．平 ・テ上屋 ���乎・ 屋 �平・ 屋 

望 ！ �屋－ � �プ 葺 �プ 葦 ��� �1 � 

l �字 騙 �字． rワ �字 ．∴′ �芋 �字 t■′ �芦字 i．－ス �字 ・ノ �軍 �▲＝▲1′▲7 王†岩 ��l±′ † 頃 �宇 島 �帝 在 且 用 途 

貞 五 〇 季 題 �望 丁 堕 且 �皐 堕 忘 1汀： l ㍊ �事 たこIi 四 五 悪夢 �JJ■F 引 ＝i 盲ヨ 地目 �む二r ・手 納 豆 埠 �・折 手 当 孟＋蔓 �土合 手 納 四 五 番 地 �謂‡ 蔓i 引 l �虫‘ 五 〇 番 地 �良 五 〇 番 地 �良 五 〇 番 地 

l �民 �■1 民　三㌧タi ��臥牒 ��消 防 �屠 拗 �屑 巧 �相 投 �寝 �斑 

霊ぎ �毒■星 ilU 箭 局 ��会】 甜喜 �甲 州 所 �倉 沌 l �煎 留 喝 �7苛 欽 串 埼 ��所票 宿庁 直舎 ■三ウ ニn 

」二三三’こ⊥
ヤ1－　小′‘■

1

．

！

i

壬

．

雪

1

瑠

司

一
l

■－

村
有
財
産
に
つ
い
て
（
一
九
五
七
年
十
二
見
現
在
）

＋
十
村
の
市
有
す
t
O
財
虜
は
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
り
ま
す
・
　
ニ

ー
　
基
　
本
　
財
　
産
　
（
動
　
産
）

B

　

土

　

地

　

の

　

部

2
　
常
　
道
　
財
　
産
　
（
不
動
産
）

A
　
建
　
物
　
の
　
部



▲下召． ���������������������� 

ヽ
 
l
 
く
 
さ
・
 
箋
 
「
 
■
ト
 
ト
 
l
l
 
r
r
、
 
【
コ
 
t
J
l
 
叫
 
の
 
掛
・
 
の
 
l
J
l
 
（
ト
 
�
1
9
5
8
年
度
住
屈
の
負
担
状
況
謝
蒋
 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
�
�
�
�
�
�
l
 

区
　
村
　
は
　
現
　
川
克
費
租
税
　
叩
　
来
　
観
　
ノ
特
別
所
得
税
 �
�
�
�
�
�
�
�
l〕
板
 �
…
　
叩
∴
税
 �
咋
机
　
印
　
税
 �
�
浴
：
火
i軋
l不
動
御
用
職
 �
�
教
子
f税
 人
可
税
欄
 �
�
�
納
税
義
 高
†
蒜
 �
彗
計
 鱒
■
 �
 

空也空．＿＿裂4 122219．765130 2．二兆528．183171 ���税職 55．559 81，730 �境遇・坐」鴇 ，61．‘り9－・ ′142；09’・150030 �����税　　鮒 �人Il �税　和　人 �H �税　職　人日　税　関 
2．
100 3，
 �
一
‾
‾
十
‾
‾
‾
…
■
‾
▼
 2≡
！
 �
�
　
彗
206・
655 55002311．

959 88∝
I134，
725 �
�
122431●

303 26646．
91も
 �
�
�
l地
 主
ぉ
 

3
 
�
2
1
1
 
�
2
0
．
4
5
2
　
1
9
3
 
�
5
4
，
馳
9
 
�
■
　
2
2
 
�
・
5
．
7
1
9
 
�
l
 
�
6
，
4
8
0
 
�
■
3
4
 
�
3
．
4
∝
l
 
�
�
�
�
�
2
分
9
 
�
�
3
4
，
5
3
3
 
�
l
q
l
 

4
●
 
�
3
4
9
　
　
　
4
0
■
7
7
4
　
4
2
9
　
1
0
1
，
7
0
4
 
�
�
�
6
8
 
�
1
6
．
ヤ
　
　
1
 
�
�
2
．
4
0
0
 
�
3
6
 
�
3
．
6
0
0
 
�
 
�
■
 
�
1
0
 
�
1
，
0
0
0
　
1
5
　
　
6
，
5
2
4
 
�
3
5
3
 
�
�
与
8
．
∞
l
 
�
‾
∴
1
9
3
 
　
ヤ
●
 

5
　
　
1
8
2
　
　
1
9
，
0
8
7
　
1
0
5
 
�
�
�
�
8
8
．
2
6
3
 
�
4
9
　
　
2
6
，
5
5
　
　
1
 
�
�
�
2
7
 
�
�
2
．
7
∝
l
 
�
 
�
 
�
8
 
�
8
0
0
　
　
1
3
　
　
1
1
．
2
7
4
 
�
■
　
1
8
4
　
　
5
2
，
5
5
5
 
�
�
�
．
3
5
も
 

6 �
247　
　
　
22．
945　
130 �
�
．
62．
367 �
10 �
2．
 �
�
 �
24 �
・
2．
4 �
2300 1 71．

050 41父
旧
 3・
450 3。
1。
，
三
器
！
 1 �
�
22（
氾
2214．
881 161．

6∞
1736．
182 6600■

198．
54 111，

1004535－
02 44002511．

37 ，
日
．
：
器
鳥
て
い
：
：
；
芸
 �
�
26．
877 �
�
�
202 

41，471135 ：：：l滋．脚1。4 924り29，322175 102492叩2l135 二1276！23彗㈹ ���138，123朗43．7■512．的32 ．1■ 69，4553816，戚‘．12，134 　◆▼十 109，0228235．，鎚8■－29 ，2，．2。。．川．よ・。70029 i76・018霊霊一二，99云2； ������3，200 ？・咄0 2，900 2．900 2．800 32，400 �����8 6 ■ 3 �24598．493 ．18951，359 2．も4．715 2555．829 2．…；局：芸 ��493 ㌧’お5・ ∴i．迎・ ・由l二 虚12・ ′1．265 

1
9
5
7
牛
皮
納
税
成
机
表
　
∴
1
9
5
7
．
1
・
3
1
狛
　
　
　
　
　
　
1
9
5
7
年
度
各
区
別
納
胤
成
机
塞
　
1
9
5
8
・
1
・
3
1
卿
；
 

二・霊二等一丁警ヱ止竺1空司竺中 計甘 ���������l買　　　　付 ���耗虹出品品⊥禦恒 i圭；………日；…… 12・8199▲・63・7 12，76894・72 i，。．，，4 篭；；二：；1： ‡ 173．0211 l 18（■．569 l ヨ　93．5 仁　86・5 
1 2 3 4l 51 6 7・ 8 9 10 11 ；jl1． �封≡ 108．9引101，40 183．909134．Ol ≡‡……ヨ，曇 

鮮‥増　」耳　かぷ　山叩　け
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1958年度固定資産税評価額並税顎算定基準未
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L竺＿＿聖＿竺」
等　級l　　　種　　　　　　　　　　別

鉄筋コンクリート建トラバーチン

鉄筋コ／クリ嶋一卜建　スラブ

鉄筋コンクリート建　スラブ

木造臥組在来瓦S型1丈1尺詫ノ；

木造杉、横臥在来瓦S型10尺ブロック．スラブ

〃　　’10尺　4寸角　　ブロック　スラブ

〃　　　　9尺　4寸角　ブロックスラブ甲

〃　　セメント瓦9尺4寸角

〃　　セノント瓦9尺4寸角

〃　　セメント瓦9尺3寸5分角

セメント瓦山原材9尺4寸角

〃　　　　ク　　　8尺3寸5分角

〃　　　　〃　　トタン3寸5分角

〃　　　　8尺3寸角　　　　　上

′－　　　　〃　〃　　　　　　中

．〃　　　　　〃　　　　　〃　　〃

山原材カヤ葦米鬼欒角材3寸5分角

ク　　　　か　　　　　3寸角

〃　　　　〃　　　　　7尺　　上

姜夏き羞讐住家圭　宣ン
脚立小舅　経木　トーパイホー

〃　　　　丸太材■　カヤテント
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l。58年5月15日　　　　、　嘉　手　納　村・広　報　　　く第2号）　　　（＄）

む
　
す
　
び

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
一
九
五
八
年
ま
上
半

期
に
お
け
る
落
手
納
棺
財
政
状
況
の
説
明
を

終
り
ま
す
。

本
村
の
財
政
実
情
は
右
に
述
べ
て
来
ま
し
た

通
り
戦
災
復
旧
事
業
の
拡
張
に
伴
い
、
相
当

に
財
政
的
需
要
が
増
大
し
て
来
て
お
り
ま
す

が
・
要
は
財
政
経
理
面
合
理
肘
運
営
に
よ
っ

て
、
そ
の
建
食
性
を
維
持
す
る
こ
七
が
肝
要

で
あ
り
ま
す
。
七
の
た
め
に
は
私
共
当
鹿
正

路
い
て
は
収
入
の
増
加
を
図
り
、
同
時
に
支
．

出
に
お
け
る
経
常
経
営
千
の
ガ
減
を
行
い
∴

こ
れ
に
よ
っ
て
行
財
政
の
合
理
肘
運
営
に
努

め
・
他
方
村
民
の
貸
株
に
お
か
れ
て
は
む
つ

と
蔦
榛
的
に
こ
れ
が
運
営
に
御
協
力
と
神
払
．

判
を
し
て
戴
く
帯
が
そ
の
実
現
可
熊
な
方
策

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
・

侵
後
に
村
民
皆
錘
の
絶
え
ざ
る
榔
鞭
漣
と
御

協
力
を
御
領
い
し
て
こ
の
公
表
の
む
す
び
と

致
し
ま
す
。
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